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【要旨】 

 近年、想定を超える豪雨増加に伴い、避難指示を受ける住民の数も増加している。住民の避難判断時に有益な

情報となる洪水ハザードマップの効果を最大限発揮するため、浸水状況をより実感しやすい表示方法を探ること

は重要である。そこで、Google Earth を活用した 3D 浸水ハザードマップを提案し、これを無料で作成できるソ

フトを作成し公開した。また、このマップに治水地形分類図を重ね合わせることによって、川の成り立ちを踏ま

えた 3D 浸水ハザードマップを作成した。さらに、浸水域を避けるような経路検索方法についても検討を実施し

た。 

キーワード：洪水ハザードマップ、浸水状況の可視化、3D表示、治水地形分類図、経路検索 

 

 

1.  はじめに 

近年、想定を超える豪雨増加に伴い、河川氾濫に備

え避難指示を受ける住民の数も増加している。2018年

の西日本豪雨では、岡山県倉敷市真備町の実際の浸水

域とハザードマップの浸水域が概ね一致していたこと

が報道で大きく取り上げられた。しかし、被災地での

アンケート調査によると、ハザードマップの認知度は

高くなかったことが指摘されている1)。 

住民の避難判断時には洪水ハザードマップが有益な

情報となるが、この時点でハザードマップの作成が義

務づけられていたのは、洪水予報河川や水位周知河川

に指定されている全国の約2000河川であった。その後、

2019年の東日本台風ではこれらに指定されていない中

小河川でも多くの氾濫が生じたことから、2021年5月に

水防法が改正され、浸水想定区域の指定が拡大される

こととなった。その中で、2025年度までに国土交通省

は約17000河川まで指定を拡大することを目標とした
2)。また、2015年の社会資本整備審議会の答申を踏まえ

「水防災意識社会 再構築ビジョン」が国土交通省水管

理・国土保全局から示され、住民が自らリスクを察知

し、自ら考え行動するための情報を整備することがソ

フト対策のポイントとして挙げられた3)。さらに、2020

年9月に国土交通省の総合施策「総力戦で挑む防災・減

災プロジェクト」の中でも、住民避難が重点推進施策

として挙げられた4)。このように、水害に対するソフト

対策の重要性が増してきている。 

以上のことを考慮すると、住民にとって自らリスク

を察知し、行動するためには、理解しやすく利用しや

すいハザードマップの提供は欠かせない。 

 先駆的な研究の取り組み例として、田中・井上・清

水は、想定される浸水状況を住民がより実感しやすい

ような表示方法を開発することを目的として、KML化

することによって、Google EarthやStreet View上に浸水

深を表示する方法を提案した5)。本研究は、この考え方

を参考に表示方法に改良を加えた「3D浸水ハザード

マップ」を提案した。また、このマップを誰でも作成

できるようにするため作成ソフトを開発し、寒地河川

チームのホームページ上で公開した。本ソフトは、各

市町村が3D浸水ハザードマップを新規に作成したい

場合や、避難所などの情報に変更が生じた場合に容易

に作成・更新を可能にする。本報では、2章で3D浸水ハ

ザードマップの表示方法に関する検討について述べる。

さらに、本マップの利点に関して述べるとともに、作

成したソフトの使用方法についても報告する。3章で川

の成り立ちを踏まえたハザードマップの開発について

述べる。3D浸水ハザードマップに治水地形分類図を重

ね合わせたマップを作成することによって、川の成り

立ちを踏まえた危険度を容易に把握することができる

ようになる。 

4章で浸水域を回避する避難経路検索システムの開

発について述べる。避難経路検索に関する既往研究は

いくつか見られるが、主要なものとしては大西ら6)に
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よって氾濫流の単位幅比力を用いた避難困難度の評価

指標を提案したものが挙げられる。この手法では地下

街への氾濫計算を基に、避難困難度評価指標の評価を

行っているものの、避難時の移動中に広がる浸水の広

がりまでは考慮していない。一方、リアルタイムの氾

濫予測に関する研究として、関根7)によるXRAINと高

解像度ナウキャストのデータを用いたリアルタイム浸

水予測S-uiPSが挙げられる。避難経路の検索を行う際、

浸水域の将来予測の結果を用いることが最も一般的で

あると考えられるものの、リアルタイムに高解像度か

つ高精度に予測を行うためには高性能な計算機器が必

要となる。そこで、避難時に住民が移動する間に広が

る浸水域を簡易に回避できるようなシステムの開発を

目指した。 

以上の検討により得られた主な成果について、次章

以降で報告する。 

 

2.  洪水ハザードマップの 3D表示 

2.1 洪水ハザードマップの3D表示方法に関する検討 

 田中・井上・清水 5)が開発した 3D浸水ハザードマッ

プは、図-1 (1a)、(1b)に示すように浸水深が階段状に見

えるものであった。具体的には、薄橙色の正方形は氾

濫解析時の計算メッシュを示しており、浸水深の計算

点はこの正方形の中心にある。一般的な二次元のハ

ザードマップでは、計算点における浸水深の値に応じ

てメッシュの色が塗り分けられている。同様の表示方

法で浸水深を描画しようとすると、図-1 (1b)のように

メッシュの頂点（青色の×）を結ぶことで描画（KML

化）することになる。しかし、この方法ではGoogle Earth

上で水面が連続的に見えず、メッシュの境界で浸水深

が大きく変わってしまうことになりうる。 

そこで、本検討では図-1 (2a)、(2b)に示すように氾濫

解析の計算点同士を滑らかに結ぶことによって、水面

が連続的に見えるような表示方法とした。この際、四

点の浸水深の平均値に基づいて色を塗り分けた。これ

らの工夫によって従来 5)と比較し見やすさが改善した

ものの、メッシュが半分ずれているため浸水域の輪郭

が若干異なることや、四点の平均値を用いているため

メッシュを塗り分けている色が若干異なる場合もある

ことに注意を要する。 

また、KML化を行う際、(a) Google Earthのもつ標高

値に各地点の浸水深を加えることで水面（ポリゴン）

を表示する方法、(b) 氾濫解析を行ったときに得られ

る水位に基づいてポリゴンを表示する方法の両者を試

した。その結果、後者の場合には、浸水深が適切に表

示されない箇所が見られるなど不具合があった。その

ため、本検討では前者による浸水深の表示方法を採用

することとした。 

2.2 3D浸水ハザードマップの利点 

3D 浸水ハザードマップの最も大きな利点は想定さ

れる浸水状況を直感的に把握できることである。この

表示例を示したのが図-2である。図-2 (a)は俯瞰図で浸

水域の全体像を示したものであり、図-2 (b)は Street 

View 上に浸水深を表示したものである。Google Earth

を用いているため、任意の高さや角度で浸水状況を確

 

図-1  浸水深の表示方法の概念 

 

図-2  3D浸水ハザードマップの表示例：(a) 浸水域の

全体像を表す俯瞰図、(b) Street View表示 
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認することが可能となり、さらに任意の場所で周囲の

建物の高さと比較して浸水深がどの程度の大きさとな

るのかを画像から判読できることがわかる。 

このマップの主な利点としては、以下の 5つが挙げ

られる。(a) 想定される浸水状況を直観的に把握でき

ること、(b) 寒地河川チームのホームページ上（https:/

/river.ceri.go.jp/contents/tool/3d-manual-zip.html）で公開

したソフトとマニュアルを利用すれば無料で作成でき

ること、(c) 英語版などの外国語版の Google Earth が

あるため、これを利用すれば多言語対応できること、

(d) 防災教育の学習素材としても活用できること、(e) 

避難所情報が変更された場合でも、3D 浸水ハザード

マップへの反映作業が容易であることである。 

ただし、浸水深を確認する場合には、人や車に対し

て比較するのではなく建物や地面からの高さと比較す

ることや、浸水深を可視化する際のずれ、及びGoogle 

Earth の標高値と氾濫解析を行う際に用いた標高値の

違いなどによって、従来のハザードマップと見た目に

違いが生じる場合があるなど留意すべき事項もある。

また、氾濫解析データに関しては河川管理者から別途

入手する必要がある。 

2.3 作成ソフトの概要 

上記の 3D 浸水ハザードマップを誰でも作成できる

ようなソフトとマニュアルを寒地河川チームのホーム

ページ上で公開した。このソフトを活用する主なター

ゲットとしては、洪水浸水想定区域図や洪水ハザード

マップを公表するのは河川管理者や自治体であるため、

これらの職員が使用することを想定している。この

ホームページ上の画面を示したのが図-3である。赤枠

で囲われた部分がマニュアルを記した pdf ファイル、

青枠で囲われた部分がソフト（exe 形式の実行ファイ

ル）、ならびに sample データを公開している圧縮ファ

イルである。これらをクリックするとファイルをダウ

ンロードすることができる。 

 3D浸水ハザードマップの作成の手順としては大き

く二つに分けられ、3D浸水想定区域図を作成する部分

と、避難所位置を表示する部分である。なお、用語に

ついて簡単に説明しておくことにする。水防法第14条

により河川管理者が作成する「洪水浸水想定区域図」

は、想定される洪水が発生した場合に、各地点の浸水

深などがどのような状況になるかを地図上に示したも

のである。一方、水防法第15条により市町村が作成す

る「洪水ハザードマップ」は洪水浸水想定区域図に避

難場所などの水害時の避難に関わる情報を記載したも

のである。そのため、3D浸水想定区域図を作成するソ

フトと避難所位置などを描画するソフトの二つに分け

て作成することにした。 

 3D浸水想定区域図の作成では、上記のソフトを開く

と図-4 (a)のような画面が現れる。概略を説明すると、

Legend Dataで、浸水深を塗り分ける際の色や閾値を設

定したcsvファイルを選択（ソフトを起動すると、国土

交通省の「水害ハザードマップ作成の手引き」8)に則っ

た配色のファイルが自動生成される）、Input Dataで浸

水深などのcsvファイルを選択、Output Kmlで出力した

いファイルパスを指定すると、3D浸水想定区域図が作

 

図-3  3D浸水ハザードマップ作成のマニュアルとソ

フトのダウンロード画面 

 

図-4  3D浸水ハザードマップ作成ソフト画面 
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成される。なお、Clip Kmlは全体のうちの一部のみを

描画したい場合、例えばある市町村の範囲だけを描画

したい場合などに使用するもので、必須のデータでは

ない。また、5mメッシュの浸水計算結果を描画した3D

浸水ハザードマップをGoogle Earth上で開くと、ファイ

ルサイズが大きいため表示に時間がかかってしまうこ

とや、浸水状況を円滑に確認することができない事象

が確認されている。そのため、描画範囲の広さにもよ

るものの、25mメッシュの浸水計算結果をInput Dataと

して描画することを推奨している。また、上述の作成

方法は洪水予報河川や水位周知河川に指定されている

国土交通省の浸水想定区域図データ電子化ガイドライ

ンに則った浸水計算結果が既に存在する場合の例であ

るが、それ以外の中小河川についてもiRIC Nays2D 

Flood（非定常平面二次元氾濫解析ソフト : https://i-

ric.org/）で計算した結果があれば3D浸水想定区域図を

作成することができる。 

 後半部分の避難所位置を表示する部分のソフトを開

くと図-4 (b)の画面が現れ、市町村の名前を入力し、浸

水深の凡例などの画像ファイルが格納されているimg

フォルダ、浸水想定区域図のファイル、避難所・避難

場所の緯度経度や災害種別毎にその施設が避難所など

として適しているか否かを入力したExcelファイル、出

力したいフォルダを順に選択すると、3D浸水ハザード

マップを作成することができる。 

 そのため、例えば避難所や避難場所の情報が変更さ

れた場合でも、避難所などの情報のExcelファイルを修

正し、図-4 (b)のソフトを用いると3D浸水ハザードマッ

プを更新することができる。このように、浸水深など

のcsvファイルの収集、避難所などの情報のExcelファ

イルの作成という作業は生じるものの、データを一度

収集及び作成すれば更新作業を容易に行うことができ

る。 

本研究の成果として3D浸水ハザードマップは、余市

町9)、富良野市10)、石狩市11)で作成しており、これらは

住民の避難判断に活用されることを目的として、市町

のホームページ上で公開されている。 

 

3.  川の成り立ちを踏まえたハザードマップの開発 

川の成り立ちを踏まえたハザードマップ情報として、

3D 浸水ハザードマップに治水地形分類図を重ね合わ

せたマップを作成した。このマップは富良野市のホー

ムページ上で公開されている 10)。旧河道に氾濫水が集

中する場合の多いことがこれまでにも指摘されており
12)、このような川の成り立ちを踏まえた浸水の危険度

 

図-5  3D浸水ハザードマップと治水地形分類図の重

ね合わせ：(a)全体像、(b)拡大図、(c)治水地形分

類図と避難所位置、(d) 3D浸水ハザードマップ 
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をわかりやすく表示する取り組みは重要であると考え

ている。 

この表示例の全体像を図-5 (a)に示した。なお、治水

地形分類図は、国や都道府県が管理する河川の流域の

うち、平野部を対象とした詳細な地形分類を示すもの

であるため、山地などではデータが存在しない。その

ような箇所では×印と表示される。図-5 (b)は図-5 (a)の

一部を拡大したものである。Google Earthで開いたマッ

プは治水地形分類図や避難所位置などがレイヤのよう

な形で分かれているため、これらを表示するか、ある

いは非表示とするかをチェックボックスにより切り替

えることができる。図-5 (c)は浸水想定区域図を非表示

とし、図-5 (d)は治水地形分類図を非表示とした表示例

を示したものである。このように、従来のハザードマッ

プと治水地形分類図をそれぞれ開いて別々に見比べな

がら川の成り立ちを調べる必要はなく、チェックボッ

クスをクリックすることで確認できることが特徴であ

る。 

この川の成り立ちに注目して、図-6 (a)を見てみる。

治水地形分類図の凡例を図-6 (b)に示しており、この図

は国土地理院のホームページの凡例図 13)を引用し、一

部抜粋したものである。この凡例からわかるように青

の線が旧河道や旧流路を示している。図-6 (a)の図中に

赤丸の印を付けた部分は旧河道に相当し、丸印を付け

ていない部分と比べると浸水深が比較的大きい傾向が

見て取れる。氾濫解析を行う際には地下水の挙動や浸

透による影響が考慮されておらず、実際の現象ではこ

れらの影響は無視できないため、旧河道では氾濫解析

結果より大きな被災を受ける可能性もある。このよう

に川の成り立ちやハザードマップによる浸水状況を踏

まえて、浸水に対する危険度を把握できることがこの

マップの利点である。 

 

4.  浸水域を回避する避難経路探索システムの開発 

4.1 避難経路システムの概要 

基本的な経路検索アルゴリズムにはダイクストラ法

を用いている。この方法は最短経路を求めるための一

般的なアルゴリズムの一つであり、カーナビの経路探

索にも用いられている。一方で、この方法は各道路を

通行するためのコスト（本研究では道路の距離）が非

負（0 以上）の値でなければならないという点に注意

を要する。なお、経路検索時の道路データとして、

「Orkney ルート検索用道路データ DRM2609版対応」

の情報を用いた。このデータの中には各道路の標高

データは含まれていないため、国土地理院の基盤地図

情報（数値標高モデル）の標高データに基づいて、各

道路のノードに対して最も近い地点の標高値を道路

データに反映させることにした。 

本研究では、浸水域の広がりや道路標高の違いを考

慮した経路検索手法を開発した。具体的には、浸水域

が接近してくる方向に向かう道路や、標高の低い方向

に向かう道路を経路として選択し難くなるようにする

ため、以下の式を用いることによって、道路距離に重

 

図-6  川の成り立ちや地形と浸水状況：(a) 治水地形

分類図と3D浸水ハザードマップ、(b) 凡例13)より

一部抜粋 
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み付けを行うこととした。 

𝑓𝑑 =  [
𝐷

(𝐷′ − 𝐷)
]

𝑐𝑑

           (1) 

𝑓ℎ =  
1

(1 + 𝑒−𝑐ℎ×𝑠)
           (2) 

𝑓𝑡 = 𝑓𝑑 + 𝑓ℎ              (3) 

𝐿′ =  𝐿  𝑓𝑡⁄              (4) 

ここで、𝑓𝑑：浸水域との距離を反映する重み関数、

𝐷：道路と現在の浸水域との距離、𝐷′：道路と 1 タイ

ムステップ前の浸水域との距離、𝑓ℎ：道路の標高差を

反映する重み関数、𝑠：道路の勾配、𝑐𝑑、𝑐ℎ：関数の効

果を調整する比例定数、𝐿：実際の道路距離、𝐿′：重み

を考慮した仮想的な距離、𝑓𝑡：仮想的な距離を算出す

る際に使用した重み関数と定義する。 

上記の式(1)、(2)の狙いについて説明するために、そ

の概念を模式的に示したのがそれぞれ図-7 (a)、(b)であ

る。(a)は上方から見た平面図であり、図中の青線は現

在の時間ステップ 𝑡 = 𝑡𝑛と、その 1つ前の時間ステッ

プ 𝑡 = 𝑡𝑛−1の浸水域の境界を表しており、左上から浸

水域が迫ってくる状況を示している。黒の太線が道路

を表しており、図中に示すような距離を𝐷𝑠
𝑛、𝐷𝑠

𝑛−1、

𝐷𝑑
𝑛、𝐷𝑑

𝑛−1と定義する。このとき、それぞれの時間ス

テップにおける道路と浸水域との間の距離を以下のよ

うに定義した。 

𝐷 =  (𝐷𝑠
𝑛 + 𝐷𝑑

𝑛) 2⁄            (5) 

𝐷′ =  (𝐷𝑠
𝑛−1 + 𝐷𝑑

𝑛−1) 2⁄          (6) 

実際の浸水域の広がりは図中の水色の線の長さである

が、ここでは(𝐷′ − 𝐷)が浸水域の広がった距離である

と仮定し、この値に対する𝐷の比をとることによって、

経路検索時に浸水の広がる速度を考慮した。浸水域の

広がりが速い場合、すなわち危険度が高い場合には、

式(1)中の分母が大きくなるため、𝑓𝑑や𝑓𝑡は小さくなる。

そのため、式(4)を用いると、仮想的な距離は実際の距

離よりも大きくなり、避難時に使用する道路として選

択し難くなる。 

図-7 (b)は断面図を示しており、𝑧1、𝑧2はそれぞれの

地点の標高を表している。なお、実際の道路距離𝐿は平

面的な距離ではなく、斜めの線の距離であるが、道路

勾配が極端に大きいということは考えられない。その

ため、鉛直方向の距離は無視し、𝐿は平面的な距離 𝐿′′

と変わらないと仮定した簡便な取り扱いを行うことと

した。一般に、氾濫水は標高の低い地点に向かって広

がっていくため、道路標高が低い地点に向かう道路は

浸水に巻き込まれる危険度が高いということを意味す

る。そこで、例えば、図-7 (b)の図中で地点②から①に

向かう場合を考えてみる。勾配は 𝑠 = (𝑧1 − 𝑧2) 𝐿⁄  と

定義する。式(2)の式形は一般にシグモイド関数と呼ば

れ、𝑓ℎは 0 から 1 の間の値をとり、勾配が−∞のとき

は 0、+∞のときは 1に漸近するような関数形である。

この関数形は単調増加の傾向をもつものであり、地点

②から①に向かう場合には勾配が負となるため、勾配

の無い平坦な場合と比べて𝑓ℎは小さくなる。その結果、

前述の𝑓𝑑の場合と同様に考えると、避難時に使用する

道路としては選択し難くなるように働くことがわかる。

なお、地点①から②に向かう場合には、勾配は 𝑠 =

(𝑧2 − 𝑧1) 𝐿⁄   となるため、経路として選択しやすくな

る。 

一般的な経路検索では、出発地点から到着地点まで

の総移動距離である𝐿の総和が最小となる経路を提示

することになる。一方で、本研究で開発したシステム

では𝐿′の総和が最小となるものを最適な経路として表

示するようにした。別途、𝑐𝑑、𝑐ℎの比例定数に関して

感度分析的な検討を行った結果、𝑐𝑑 = 1.0、𝑐ℎ = 0.8と

した場合に選択される経路が妥当であると判断した。

そのため、本報でもこれらの値を採用した結果につい

て説明する。また、避難者の歩行速度は 4 km/h とし、

 

図-7  浸水に巻き込まれる危険度を低下させる式形

の概念：(a) 浸水域の広がりの考慮、(b) 道路標

高の違いの考慮 
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避難時の移動中に避難者が浸水域に巻き込まれたか否

かを調べ、避難が可能であったか不可能であったかを

判定する機能をもたせた。避難の目標地点については

事前に複数の避難所情報を入力し、避難中に浸水域に

巻き込まれることのないように、𝐿′の総和が最小とな

る最適な避難所を提案することとした。この経路検索

システムは、避難開始地点が浸水に巻き込まれるか、

あるいは浸水域を表すポリゴンの入力データがなくな

ると検索が停止するようになっている。以上のような

重みを考慮した避難経路検索が QGIS（オープンソー

スの地理情報システム: https://qgis.org/）上で動作する

システムを開発した。 

浸水域を表すポリゴンのデータとしては現地観測の

データが最適であり、現在肱川 14)、三重県 15)、佐賀市
16)などで実際の浸水被害に対して浸水深を観測しよう

とする取り組みが進められているところである。しか

し、高い空間解像度で時系列に計測したデータを入手

することは難しい。そこで、本研究では河川氾濫時の

浸水状況のデータとして、iRIC Nays2D Floodを用いた

計算データを用いた。このとき、一辺が 5mのメッシュ

サイズで解析を行うこととし、5 分間隔で浸水深デー

タを出力した。氾濫解析は北海道のある市を対象とし

て行っており、検討対象地区の北側には大河川、南側

には二つの中小河川が流れている。決壊地点から市街

地に流れ込む氾濫流量については、洪水浸水想定区域

図を作成する際の値を参考に設定した。氾濫解析時に

用いた標高データについては、道路データと同様に基

盤地図情報のデータとした。この氾濫計算データを基

に避難経路検索を行った結果について次節で説明する。 

4.2 浸水域の広がりを考慮した避難経路 

図-8は上記のように開発したシステムによって得ら

れた避難経路検索の結果を示したものである。図中の

青線が道路、水色に塗りつぶされている部分が浸水域、

赤いピン（マーカー）の地点が避難開始地点、赤線が

避難経路を表している。破堤開始時刻を 0 分として 5

分間隔で経路検索を行った。 

まず、(a)に示した 0分のときには、氾濫が生じる直

前のため、河川が氾濫してくることを認識しておらず、

避難開始地点から最短距離に位置する学校に向かって

避難している。次に、10分後の(b)の図を見ると、0分

のときに避難していた大河川に近づく学校ではなく、

南側に避難していることがわかる。10分経過時点では、

0 分のときに避難していた学校や、避難時に使用する

経路自体が浸水しているわけではないものの、ここへ

向かうことは浸水に巻き込まれる危険度が高いと判断

して、異なる避難所が選択されることになった。 

図-8 (c)中の緑丸（大河川より 500 m程度南側）の付

近には小河川があるものの、本計算では河川の流れの

計算は行っていない。しかし、一般に河川の水が流れ

ている部分は標高が低いため、10～30分の間に河川沿

いに氾濫水が流れており、この部分の浸水が広がる速

 

図-8  避難経路検索結果：(a)～(e) 破堤開始からの各

時刻の経路 
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度が大きくなっているとシステム上で認識されている

ことがわかる。そのため、30 分では 10 分のときと避

難時の目的地点は変わらないものの、小河川を避ける

ような経路を選択していることがわかる。 

図-8 (d)に示す 70 分になると、10 分及び 30 分の時

間帯に避難した目的地点はまだ浸水に巻き込まれてい

ないものの、ここを目的地点とするのではなく、さら

に南の地点まで避難していることがわかる。このよう

に、浸水の危険度を察知してより安全な地点に向かう

ような経路を選択できていることがわかる。 

75分経過後には、南に向かって進んだ後、浸水から

遠ざかるために西方向に進んでいることがわかる。85

分経過後には、避難開始地点が浸水に巻き込まれたた

め、本システム上での経路の検索が終了となった。 

 以上のように、浸水に巻き込まれる危険度が高い経

路を回避できるようなシステムを開発できていること

が確認された。 

 

5.  まとめ 

本研究では、河川氾濫による被害を最小化すること

を目的として、以下の三つの取り組みを行った。(a) 洪

水ハザードマップを住民にとって理解しやすいものと

するため、想定される浸水状況を Google Earth上に三

次元表示する「3D浸水ハザードマップ」、(b) 川の成り

立ちも踏まえたハザードマップ、(c) 浸水域を回避す

る避難経路検索システムの開発を行った。これらの三

つの取り組みの主な成果を以下に記してまとめとする。 

1） 浸水状況を Google Earth 上に三次元表示するに当

たって、最適な方法について検討し、水面が連続的

に見えるような表示方法を開発した。この「3D浸

水ハザードマップ」を誰でも作成できるようにす

るため、寒地河川チームのホームページ上で作成

ソフトを公開している。これを用いて作成した

マップが市町のホームページ上で公開され、住民

の避難判断時にも活用されている。 

2） 川の成り立ちを踏まえたハザードマップとして、

治水地形分類図と3D浸水ハザードマップを重ね合

わせたマップを作成した。このマップは市のホー

ムページ上で公開されている。このマップを見る

と、相対的に危険度の高い旧河道の位置などがわ

かりやすく表示され、住民の避難判断の一つの情

報となり得ると考えられる。 

3） 浸水域の広がりと道路の標高を考慮した新たな避

難経路検索システムを開発した。これによって、避

難の移動中に浸水に巻き込まれ難い経路を提案で

きることが示された。 
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